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アカウントを作成する 

はじめてRefWorksを利用するユーザーは、まず個人アカウントを作

成する必要があります。 

１）個人アカウントの作成をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 新規ユーザー登録画面に切り替わりますので、お名前、

ログイン名、パスワード、メールアドレスをご入力いただき、ユ

ーザータイプ、関連分野を選択して、”登録する”をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録しましたメールアドレスに登録情報が送信されますので利用可

能なメールアドレスをご登録ください。 

 

※すべての項目が入力必須となっています。 

記入・選択漏れが無いことを確認してください。 

ログイン 

A．ご所属の機関からの RefWorks ログイン方法 

１）個人アカウントを作成時に登録したログイン名、パスワードを入

力し、“ログイン”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン名、パスワードを忘れたら？ 

ログイン名やパスワードを忘れた時は「ログイン情報をお忘れ

の方」をクリックして下さい。アカウント作成時に登録したメー

ルアドレスを入力して｢送信する｣をクリックすると、入力したメ

ールアドレス宛てにログイン情報が自動的に送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語でも英語で

も登録可能 

登録したログイン名、

パスワードを入力 

RefWorks にアクセスできます 

お名前は２文字以

上でお作り下さい 

画像に表示されて

いるコードを入力 



 

- 3 – 
SUNMEDIA All rights reserved.   

B．ご所属機関外から RefWorks にリモートアクセスする場合 

所属外（ご自宅や外出先）からアクセスする場合にはグループコー

ドが必要となります。グループコードは、個人アカウント作成時、登

録情報とグループコードが登録したメールアドレスに送信されます

ので、ご確認ください。 

１）入力ボックスにグループコードを入力し、 “ログイン画面へ”をク

リックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ログイン名とパスワードを入力し、“ログイン”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インポート 

RefWorks に初めてログインした時点ではレコードは入っていません。

学術情報や研究成果などを RefWorks 内へ取り込み（インポート）、

データベースを構築していきます。RefWorks へレコードをインポート

する方法は様々です。 

各データベース等のサービスからのダウンロード方法は 

http://www.sunmedia.co.jp/e-port/refworks/2007/09/refwor

ks_1.html “RefWorks インポート方法”をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

１．ダイレクトインポート 

RefWorks のダイレクトインポートに対応しているサービスからは

RefWorks のオプションを選択またはクリックするだけでインポートす

ることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループコード

を入力 

通常のログイン画面に 

●●●●● 

例）医中誌 Web のインポート方法 
登録したログイン名、

パスワードを入力 

（１）インポートしたい検索結

果にチェックを入れる 

（２）ダイレクトイン

ポートをクリック 
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RefWorksにログインしている状態で対応サービスを利用している場

合は自動的にインポートされます。ログインしていない場合は

RefWorksのログイン画面が立ち上がり、ログイン後自動的にインポ

ートされます。 

他、ダイレクトインポート対応サービス 

ABC-CLIO、BioMed Central、BioOne、CSA Illumina、 

Ei Engineering Village 2、NISC、Project Muse、OCLC、Ovid、

ProQuest、Scopus、SFX、EBSCOhost、H.W. Wilson、Congressional 

Quarterly、1Cate 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSA Illumina ダイレクトインポート画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．オンラインカタログ・データベース 

RefWorks では RefWorks の中に検索システムを持つデータベースがあり

ますので（PubMed など）、RefWorks 内で検索し、その検索結果は簡単に

インポートすることができます。 

１）メニューバーの｢検索｣→｢オンラインカタログ・データベース｣を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）オンラインカタログ・データベースを検索します。 

「オンライン・データベース」のドロップダウンメニューから検索する

データベースを選択します。－① 

クイック検索 もしくは 詳細検索で、検索語を入力し－② 

"検索“ をクリックします。－③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

ProQuest ダイレクトインポート画面 

①データベースを選択 

②検索語を入力 

②検索語を入力 

③“検索”をクリック 

③検索をクリック 

クイック検索 

 

または 

詳細検索 
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４） 検索結果を確認して、インポートしたいレコードの左側にある

チェックボックスにチェックを入れ、｢インポート｣をクリックして下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定のフォルダにインポートしたい場合は、｢インポート｣をクリ

ックする前に「フォルダへ移動」ドロップダウンメニューからフォ

ルダを選択してください。(*注：指定したフォルダと｢最近インポ

ートされたレコード｣フォルダの両方にレコードがインポートさ

れます。) フォルダの作成方法は 9ページをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．テキストファイルからインポート 

データベース等の検索結果を端末にテキストファイルとしてダウン

ロードし、そのファイルを指定してレコードをインポートする方法があ

ります。ダウンロード方法はサービスによって異なります。 

例）JDream Ⅱのインポート方法 

１）ダウンロード形式を、“印刷用形式（検索式付き）”にラジオボタン

をあわせ、検索結果を任意の場所にダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）JDreamII は検索を終了してログアウトします。 

３）RefWorks にログインします。 

４）メニューバーから｢レコード｣→｢インポート｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） インポートフィルター、データベースをドロップダウンメニューか

ら選択し－①②、｢次のテキスト形式ファイルからインポートす

る｣でダウンロードしたテキストファイルを指定して－③、｢イン

ポート｣をクリック－④して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インポートが完了しました 

①JDream を選択 

②データベースを選択

③テキストファイルを指定 

④"インポート“をクリック 
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 任意のフォルダへインポートする場合はドロップダウンメニュー

からフォルダ名を選択します。 

 

 

 

 

 

 

４．新規レコードの追加 

手入力でレコードを追加することもできます。 

１）メニューバーから｢レコード｣→「新規作成」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）レコードを保存するフォルダ、レコードのタイプを指定し、著者

や表題といったフィールドに必要な情報を入力し、”保存する“を

クリックします。ジャーナルや書籍だけでなく特許情報やウェブサ

イトについてのレコードを作成することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．RefGrab-It（レフグラブ イット）からインポート 

RefGrab-It（レフグラブ イット）はウェブサイト情報やウェブサイト

上に記載されている文献情報を RefWorks に簡単にインポートす

るためのツールです。この機能を利用するためには RefGrab-It

へのリンクをブラウザの「お気に入り」もしくは「ブックマーク」に登

録する必要があります。Windows ユーザーは Internet Explorer と

FireFoxが、MacユーザーはFireFox、Netscapeが登録できます。 

１）RefGrab-It を登録します。 

メニューバーから「ツール」→「RefGrab-It」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）それぞれのブラウザの説明文中のRefGrab-Itを「お気に入り」

もしくは「ブックマーク」に登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）Internet Explorer の場合 

上記の文中の RefGrab－It を右クリックして、“お気に入りに追

加”を選択します。 

 

右クリック 
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※１ 追加しようとしているブックマーク、またはお気に入りは安

全ではない可能性があります。続行しますか？というセキュリティ

メッセージが表示された場合、「はい」をクリックしてください。「お

気に入りの追加」内のフォルダーリンクが表示されます。  「リン

ク」を選択し、ＯＫをクリックしてください。  IE のツールバーに

「RefGrab-It」が表示されます。  

※２ ツールバーにRefGrab-It を表示させない場合は、お気に入

りのフォルダに追加することもできます。  操作方法は、まず

RefGrab-It リンクを右クリックし お気に入りに追加を選択してくだ

さい。  追加したいお気に入りフォルダに追加してください。

RefGrab-It がお気に入りに追加されたことを確認したら  OK をク

リックしてください。  RefGrab-It を使用したい場合は、お気に入

りから RefGrab-It を選択してください。 

※３ IE ブラウザのツールバーに RefGrab-It のリンクが表示されな

いときは、Internet Explorer のツールバー上で右クリックし「リンク

（L）」にチェックがついているか確認してください。(下図参照) 

 

 

 

 

 

３）RefWorks にインポートしたいウェブサイトを閲覧中にお気に入

り（またはブラウザのツールバーの「リンク」）から RefGrab-It をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）表題、URL、作成日、最終更新日などのサイト情報を別ウイン

ドウに表示します。サイト情報を RefWorks に取り込みたいときは

「インポート」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ウェブサイトに ISBN,PubMed ID, DOI の情報が含まれている場

合は文献情報を自動的に検索して「その他の情報」として別のタ

ブで表示されますので、「その他の情報」タブをクリックします。ペ

ージ上にある情報が ARTICLES, BOOKS, RSS など種類別に分

かれてリンクが設定されていますので必要な情報のリンクをクリ

ックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インポートしたいレコードの左のチェックボックスにチェックを入れ

て“インポート”をクリックします。 

情報の詳細画面に切り替わります。 



 

- 8 – 
SUNMEDIA All rights reserved.   

６．RSS フィードからのインポート 

RSS リーダー機能により RSS フィードへのリンクを作成し、

RefWorks へダイレクトにこれらのフィードをインポートすることが

可能です。 

１）メニューバーから｢検索｣→｢RSS フィード｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）“RSS フィード URL”に URL を記入し“RSS フィードを追加”をク

リックします。RefWorks に RSS フィードが追加されます。 

 

 

 

 

 

３）RSS フィードに追加された情報はリンクとなり、“RSS フィード

URL”フォームの下に一覧で表示されますので、確認したい情報

をクリックします。 

 

 

 

 

 

４）登録した RSS が読み出されますので、検索結果を確認して、イ

ンポートしたいレコードの左側にあるチェックボックスにチェックを入

れ、｢インポート｣をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

例）PubMed RSSFeed の追加方法 

１）PubMed の検索結果画面で「Send to」のドロップダウンメニュ

ーから「RSS Feed」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

２）RSS Feed 設定画面に切り替わります。 

件数の制限や名前を指定し“Create Feed”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）“XML”のボタンを右クリックしショートカットのコピーをクリックし、

RefWorks の“RSS フィード URL”に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

RSS フィードとは 

Web サイトの見出しや要約などのメタデータを構造化して記述

する XML ベースのフォーマット。主にサイトの更新情報を公開

するのに使われています。RefWorks においては主にデータベ

ースに新たに追加された文献情報のみを簡単に表示させる目

的で使用します。定期的に最新情報をチェックしたい場合に便

利な機能です。 

 

 

 

 

URL を入力 
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フォルダ管理 

インポートしたレコードはフォルダで管理することが出来ます。 

１）新規フォルダを作成します。メニューバーから｢フォルダ｣→｢新

規フォルダの作成｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

２）フォルダの新規作成画面に切り替わります。“新しいフォルダ名”

フォームに新しく作成するフォルダ名を入力し“OK”をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

※作成したフォルダ名の変更やフォルダの削除はメニューバーから

｢フォルダ｣→｢フォルダ管理｣で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）レコードをフォルダに移動（追加）します。レコードの通覧画面か

らフォルダに追加するレコードにチェックを入れドロップダウンメニュ

ーから、どのフォルダに追加するかを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダへ追加されたレコードの右端には、フォルダ名が表示され

ます。レコードは複数のフォルダに追加することが出来ます。複数

のフォルダに追加されている場合は、フォルダ名が複数表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

※複数のフォルダに追加した場合、どのフォルダからレコードを削

除しても、すべてのフォルダからレコードは削除されますのでご注

意ください。 

※フォルダごとにレコードを通覧するには、メニューバーから｢フォル

ダー｣→｢通覧｣からフォルダ名を指定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダ名 
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レコード編集 

 レコードを作製したり、インポートした後、レコードの内容を変更し

たい時はレコードの編集を行います。 

A．1 件を編集したい場合 

レコード一覧画面の各レコードの右にある「編集する」をクリックする

と編集画面に移動します。変更したいフィールドの内容を追加・修

正・削除して｢保存する｣をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルの添付 

インポートしたレコードに関連するファイルを添付して、RefWorks に

ファイルを保存することが出来ます。ファイルはどのようなファイル

でも添付できます。 

*添付ファイルの容量には制限がありますのでご注意下さい。 

１）“添付ファイルの参照”から、添付したいファイルをコンピューター

から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）“添付ファイルの追加”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．複数のレコードを一度に編集する場合 

一括編集するレコードにチェックを入れ、“グローバル編集”をクリッ

クすると編集画面に移動しますので編集するフィールドと編集内容

を入力して下さい。“OK”を押すとチェックを入れた全てのレコードの

内容が一度に変更されます。 

※チェックをつけず、ページ内のレコード、すべてのレコードを対象

に編集することも可能です。 
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Aug2008 アップデート 

特定のフィールドにデータを追加できる「グローバル編集」機能

が、今回のアップデートでさらにデータを移動・削除・置換がで

きるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

データを追加する場合、グローバル編集の Add タブを選択し、編集

するレコードと、編集するフィールドを選択します。編集するフィール

ドを選択すると、入力フォームが表示されます。入力後 Add をクリッ

クすると追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ移動する場合、グローバル編集のMove タブを選択します。 

 

 

 

 

 

データ削除する場合、グローバル編集のDelete タブを選択します。 

 

 

 

 

データ置換する場合、グローバル編集の Replace タブを選択しま

す。 
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Aug2008 アップデート 

RefWorks の詳細検索について空欄のフィールドを検索する機能

が追加されました。 

レコードの検索 

A． クイック検索 

画面右上に表示される「RefWorks を検索」にキーワードを入力し

“Go”をクリックするとキーワードの文字列を含むレコードを検索して

表示します。 

 

 

 

B． 詳細検索 

複数のキーワードを掛け合わせて検索することが出来ます。 

１）メニューバーから「検索」→「詳細検索」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ドロップダウンメニューから検索フィールドを指定して検索します。

複数のキーワードで検索する場合は、キーワード間の演算子をドロ

ップダウンメニューから選択してください。特定のフォルダ内のレコ

ードのみを検索したいときは｢検索対象｣の｢フォルダ内のレコード｣

から検索するフォルダにチェックしてください。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
*ソースタイプ、記事タイプ、RefID、添付ファイル、著者、出版物、

OutputLanguage は空欄フィールド検索のオプションはありません。  

C． 索引から検索 

メニューバーから「検索」→「著者名で探す」/「キーワードで探す」/

「ジャーナル名で探す」を選択すると、索引から検索できます。 
 
 

空欄のフィールドを検索するときは、

チェックを入れる 
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データ管理 

1. レコードのソート 
レコードは通し番号(Ref ID)順に表示されますが、表示順を変更し

たい時は、「並べ替え」からソートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. レコードの印刷 
 レコードの情報を印刷するにはレコードにチェックを入れ、｢印刷す

る｣をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

印刷するレコードを選択し－①、出力フォーマットを指定して－②

“印刷”をクリックします。－③ 

出力フォーマットの詳細については 13ページ参考文献リストを参照

してください。 

 

3. 重複レコードのチェック 
レコードの重複をチェックできます。 

１）メニュ－バーから｢通覧｣→｢重複データ｣→｢完全一致｣または｢近

似｣を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完全一致：著者名、タイトル、出版年のデータに基づき重複するレコ

ードをチェックします 

近似：著者名、タイトル、出版年のデータの組み合わせをチェックし、

重複している可能性のあるレコードを探します。完全一致より曖昧

なレコードも対象となります 

 

※メニューバーから｢ツール｣→｢重複データの通覧｣→｢完全一致｣

または｢近似｣を選択しても重複レコードをチェックできます。 

 

4. エクスポート 
「エクスポート」のメニューから他の文献管理ソフトへの取り込み形

式、TAB区切りTEXT形式、XML形式、RefWorksタグ付き形式など

での出力が可能です。 

１）「レコード」→「エクスポート」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）エクスポートするレコード－①、フォーマット－②を選択し、“エク

スポート開始”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく画面が立ち上がり、データがブラウザ上に表示されます。(*

注：文字化けする場合は文字コードをUnicodeに変更してください。) 

 

元のエクスポート画面は以下の画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データはメール送信が可能です。メール送信先は変更可能で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

印刷する画面に切り替わります。 

③“印刷”をクリック 

②出力フォーマットを選択 

①レコードを選択 

①レコードを選択 

②フォーマットを選択 

③“エクスポート開始”をクリック 

メールアドレスを入力 
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5. バックアップ/復元 

A．バックアップ 

１）メニューバーから「ツール」→「バックアップ/復元」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）バックアップを選択し－①、レコード、RSS、出力スタイルからバ

ックアップを取るものにチェックをいれ－②、“バックアップの実行”

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．復元 

１）メニューバーから「ツール」→「バックアップ/復元」を選択します。 

２）復元を選択し－①、レコード、RSS、添付ファイル、出力スタイル

から復元するものにチェックをいれ－②、復元するバックアップファ

イルを指定して－③、“復元の実行”をクリックします－④。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ バックアップ/復元機能でプロファイルのコピーを作成すること

も出来ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①バックアップを選択 

②バックアップを取るデータをチェック 

③“バックアップの実行”をクリック 

①復元を選択 

②復元するデータをチェック 

③“参照”ボタンから復元する

バックアップファイルを指定 

④“復元の実行”をクリック 
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参考文献リスト 

1.参考文献リストの作成 

A． レコード一覧から生成する 

１）メニューバーから「参考文献」を選択します。 

 

 

 

２）出力フォーマットから、投稿先の雑誌の形式－①、参考文献リス

トにするフォルダ－②出力先のファイル形式－③をそれぞれ選択し、

“参考文献の生成”をクリック－④します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）参考文献リストが別画面で立ち上がります。 

画面が立ち上がらない場合は、以下画面の“ダウンロードする”をク

リックして参考文献リストを入手してください。 

メールで受け取ることもできます。 

 

 

B．原稿ファイルから生成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B． 原稿ファイルから生成する－１（引用ビュアーを利用する） 

１）論文を Word にて作成します。 

２）RefWorks のレコードを表示方法をドロップダウンメニューから「引

用ビュー」を選択し、通覧します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）引用したいレコードの隣にある”引用する“をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）“引用を選択”をクリックし、選択後、右クリックでコピーして Word

文書（論文）の引用したい部分に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）Word を保存します。 

※Word の保存名は半角アルファベットで保存してください 

①出力フォーマットを選択 

②参考文献リストにする

フォルダを選択 ③出力のファイル形式 

④“参考文献の生成”をクリック 

引用ビュアーが立ち上がります 

③貼り付け 

②右クリックでコピー 

①“引用を選択”をクリック 
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６）RefWorks メニューバーから「参考文献」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

７）出力フォーマットから、投稿先の雑誌の形式を選択し－①、フォ

ーマット化するファイルで、先ほど保存したWordファイルを参照のう

え指定して－②、“参考文献の生成”をクリック－③します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）参考文献リストが追加された Word ファイルが新しいウィンドウに

開きます。 

 

 

※参考文献リスト付の新しいファイルが出来上がります。 

出来上がった参考文献リスト付のファイルはあらためて名前をつけ

て保存し、原稿ファイルも編集用に保存しておいてください。 

出来上がった参考文献リスト付のファイルは、原稿ファイルに戻す

ことはできません。 

 

オフライン時に Word で論文を作成し、引用文献に使用したいレ 

コードの RefID を{{ }}で囲んだ形で記載して、参考文献リストを 

作成することも可能です。 

（例） ここに引用する。{{345;23}} 

RefID を確認するためにあらかじめ「エクスポート」の機能から 

データ一覧を出力しておくと便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B. 原稿ファイルから生成する－２（Write-N-Cite（ライトアンドサイ

ト）を使用する） 

RefWorks には参考文献リストを簡単に作成できる Write-N-Cite（ラ

イトアンドサイト）というソフトが用意されています。Write-N-Cite を

利用するにはまず端末にインストールする必要があります。 

Write-N-Cite（ライトアンドサイト）のインストール 

１）メニューバーから｢ツール｣→「Write-n-Cite」を選択します。 

 

 

 

 

２）Write-N-Cite のダウンロード画面に移動したらファイルをダウン

ロードしてインストールしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*現在Windows User向けのWtrite-N-Cite Ver.3は、日本

語の論文を引用する際にエラーが発生するため修正中で

す。MS Vista および Word 2007 でない限りは、Ver.2 をご

利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①出力フォーマットを選択 

②参考文献リストにする

Word ファイルを指定 

③“参考文献の生成”をクリック 
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Write－N－Cite（ライトアンドサイト）を使って参考文献リストを作成 

Write-N-Cite は Microsoft Word と連動して動作します。 

１）Word を起動するとツールバーにWrite-N-Citeのアイコンが表示

されます。クリックするとログイン画面が表示されますので

RefWorks で利用しているログイン名、パスワードを入力します。(注:

インターネット接続環境でご利用下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）Word で論文等を作成しながら必要な箇所にカーソルを合わせて

Write-N-Cite の“引用する”をクリックすると引用する文献の情報が

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

３）Word を保存します。 

※Word の保存名は半角アルファベットで保存してください。 

４）Write-N-Cite のメニューバーから「参考文献リスト」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

４）出力フォーマットから、投稿先の雑誌の形式を選択し－①、 “参

考文献の生成”をクリック－②します。 

 

 

 

 

 

 

５）参考文献リストが追加された Word ファイルが新しいウィンドウに

開き、文章末に参考文献リストが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン名、パ

スワードを入力 ①出力フォーマットを選択 

③“参考文献の生成”をクリック 

“引用する”をクリック

すると張り付きます 
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Aug2008 アップデート 

言語ごとに参考文献リストの設定をできるようになりました！* Alternate として設定できる言語には制限があります。日本語と英語を

使用する場合は、英語を Alternate Language として設定して下さい。 

2．出力フォーマットの新規作成/編集 

参考文献リスト作成時、リストに出力フォーマットが用意されていない場合は出力フォーマットエディタでフォーマットを編集、または新規に作

成することが出来ます。 

１）メニューバーから「参考文献リスト」を選択します。 

 

 

 

２）一から新規作成する場合は、新規作成を、編集する場合は元になる出力フォーマットを選択した後、 “編集する”をクリックします。 

 

 

 

 

新規作成する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）フォーマット名、リンク、コメントを入力します。*フォーマット名のみ必須の入力項目です。 

２）英語と日本語など、2 種類以上の言語でレコードが存在し、参考文献をそれぞれの設定で出力したい場合は Edit Alternate Language 

Style の横にある Add をクリックし、言語を選択します。*追加すると、プルダウンメニューで言語を選択し、言語ごとに参考文献リストの設定

が出来るようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成 編集する 

出力フォーマットを選択 

１）フォーマット名などを入力 

２）言語ごとに出力フォー

マットを作成する場合

は、言語を設定 
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３）引用タイプを選択します。*ワードの脚注の機能を使用する場合は、プルダウンで変更します。 

４）レコードタイプを選択します。それぞれのレコードタイプについて設定が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）参考文献リストや、引用情報の設定をします。 

下図 Aから作成する参考文献リストに必要な項目を表示する順番で選択し、[>]ボタンをクリックして下さい。 

B に出力されるフィールドが出力順に表示されます。順序を変更したい時は[∧][∨]ボタンで入れ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B にあるフィールドをクリックして選択すると、各フィールドについての詳細な設定画面がC に表示されます。例えば著者フィールドをクリック

すると著者名を太字やイタリックで表示させたり、複数名の著者がいる場合はどのように表示するか等の細かな設定を指定することが出来

ます。 画面下部 D にある参考文献リスト出力プレビューの更新ボタンをクリックすると、現在作成(編集)中の出力フォーマットで参考文献リ

ストを作成した時のプレビューを表示させることが出来ます。 

 

 

A B C

（３）引用タイプを選択 （４）レコードタイプを選択 

D
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 “参考文献の設定”をクリックすると、出力の並び替えや、レコードリストのタイトル、リストにつける番号などの設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*文中引用情報や脚注を設定するときは、設定するタブを選択します 

 

 

 

 

 

（例）文中引用情報が番号のみの場合、出力フィールドは何も設定せず、右上の“引用の設定” を、クリックし番号の設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 21 – 
SUNMEDIA All rights reserved.   

カスタマイズ 

１）メニューバーから「ツール」→「カスタマイズ化」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）カスタマイズを行い、最後に“保存”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① レコード一覧オプション 

･1 頁あたりのレコード表示数…レコード一覧の表示画面で 1 画面

あたりに表示するレコードの表示数の上限を指定します。 

(*最大 500 レコードまで) 

･出力フォーマットの選択…レコード一覧で表示する各レコードの出

力スタイルを選択します。 

･各レコードのフォルダ情報を表示させる…レコード一覧画面で各

レコードがどのフォルダに保存されているかを表示するかを選択し

ます。 

･Scholar Universe Links…RefWorks ではレコードの著者名がCOS 

Scholar Universe™データベース と一致するものがあれば、プロフ

ィール情報へリンクすることが出来ます。 

 

著者データのコンフィデンスレベルで表示を選択します。初期設定

は第二著者以上で表示するになっていおります。 

*著者名の横に   このアイコンが表示されると、Scholar 

Universe™に一致した可能性があります。 マウスを、このアイコン

の上に移動させると、Scholar Universe™での著者データのコンフィ

デンスレベルを確認することが出来ます。   

･Automatically Mark Duplicates…表示する、にチェックを入れると、

重複レコードを確認する際、新しく追加された方の重複したレコード

にチェックが入っており、削除しやすくなります。2 件以上あった場

合は、最新の 1 件のみにチェックが入ります。 

②スタートアップオプション 

･フォルダの通覧…ログイン時に特定のフォルダを自動的に開くよ

うに設定出来ます。ドロップダウンからフォルダを指定します。 

･レコードのソート方法…レコードのソート順を指定出来ます。 

･デフォルト言語(地域)…指定した言語のインターフェイスがログイ

ン時に自動的に表示されるように設定します。 

･Reader Friendly Menu…“表示する”にすると、メニューを読みやす

い文章表記でのメニューに変更できます。 

表示するにチェック 

 

 

 

 

表示しないにチェック 

 

 

～ 

① 

②

①

③

①

④

①

⑤ 

⑥

①
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Aug2008 アップデート 

ユーザーで設定できるコメントフィールドが 5個から 15個に追加

されました。 

③インポートのオプション 

･レコードインポート先のデフォルトソースタイプ…レコードインポー

ト時のデフォルトのソースタイプを選択します。 

･インポート後、電子ソース関連フィールドのグローバル編集画面を

表示させる…「表示する/表示しない」いずれかにチェックを入れま

す 

こちらにチェックを入れると、インポートの際に編集画面が立ち上が

りデータソースや作成日が１クリックで編集できるようになります。 

④RefWorks リンク 

･PubMed を表示させる…以下のようなアイコンやリンクの表示/非

表示を設定します 

 

 

「表示する」にチェックを入れれば PubMed での該当文献情報や

PubMed の関連文献検索、著者検索の結果にリンクさせることがで

きます。 

･Scopus を表示させる…RefWorks Scopus Edition をご契約いただ

いている場合、「表示する」を選択するとScopusでの該当文献情報

や Scopus の関連文献検索、著者検索、引用情報分析の結果にリ

ンクさせることができます。 

⑤レコード編集オプション 

・入力補助機能を使用する…入力補助機能を使用するかしないか

を選択できます。「表示する/表示しない」いずれかにチェックを入

れます。 

・Default Output Language…参考文献出力の際に使用する言語の、

初期設定を指定することが出来ます。 

⑥ユーザーフィールドオプション 

・ユーザーフィールド名…レコードのコメント１～1５のフィールド名を

変更できます。 
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環境設定について 

RefShare は全ての RefWorks ユーザーが利用できるわけで

はありません。あなたの所属している機関がRefShare を利

用できる環境である必要があります。RefShare が利用でき

るかどうかは以下の方法で確認してください。 

★RefWorks にログインし、ツールバーの「フォルダ」を選択

してください。「フォルダの共有」というメニューが表示されて

いれば、あなたは RefShare を利用出来る環境です！ 

 ※「ツール」に「レコードの共有」というメニューがあるかどう

かでも同様に確認することが出来ます。 

 

RefShare 

１．RefShare とは？ 

 RefShareとはRefWorks内に作ったフォルダやデータベースを簡

単に共有、公開するためのツールです。研究者間の情報共有や授

業に必要な文献情報の掲載、インターネットを通じた情報公開など

様々な形でご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．フォルダ/データベースを共有化する 

１）RefShare を利用できる環境であることが確認できたら 

ツールバーの「フォルダ」から「フォルダの共有」（または「ツール」か

ら「レコードの共有」）をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）データベース全体を共有するか、特定のフォルダを共有するか

選択できます。データベース全体を共有したい場合は「データベー

ス全体を共有する」をクリックして下さい。特定のフォルダを共有す

る場合は共有するフォルダ名の横にある「共有化」ボタンをクリック

して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）共有するフォルダのオプション画面が開きます。こちらで、オプ

ションを設定して、最後に“保存”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースを共有する 

フォルダを共有する 

①

②

③

④

A 
B 
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※共有化されたフォルダは以下のような表示になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「非共有化」で共有設定を解除したり、「オプション」から共有

設定の変更を行ったり、「統計」からフォルダへのヒット件数を

調査することが出来ます。 

① 共有フォルダの URL 

A.共有化設定したフォルダの URL が表示されます。 

「URL をメールする」をクリックすると指定したアドレスに共有フォル

ダの URL をメール送信することが出来ます。メール送信画面の

「To」欄に送信先のメールアドレスを入力し（複数アドレスを入力す

る場合は”;”(セミコロン)で区切って入力してください）、送信ボタン

をクリックします。 

B.共有化フォルダへアクセスしたユーザーがフォルダにあるレコー

ドに対して行う作業について許可/不許可を設定します。 

・エクスポートを許可する…共有フォルダ内のレコード情報をアクセ

スしたユーザーが書き出すことを許可する場合はチェックを入れて

ください。件数の上限を設定する場合は右の「エクスポートするレコ

ード数の上限(任意)」に数字を入力します。 

・印刷を許可する…共有フォルダ内のレコード情報をアクセスした

ユーザーが印刷することを許可する場合はチェックを入れてくださ

い。件数の上限を設定する場合は右の「印刷できるレコード数の上

限(任意)」に数字を入力します。 

・参考文献の生成を許可する…共有フォルダにアクセスしたユーザ

ーがフォルダ内のレコード情報を基に参考文献リストを生成するこ

とを許可する場合にチェックを入れてください。件数に上限を設定し

たいときは右にあるボックスに上限の数値を入力します。 

・レコードへのコメント掲載を許可する…レコードについてコメントを

掲載することを許可する場合はチェックボックスにチェックを入れて

ください。チェックを入れると「コメントが追加された際、メールを受

信する」という設定が表示されます。アラートのメール受信を希望

する場合はチェックを入れます。 

・レコードの添付ファイルを表示する…レコードの添付ファイルを表

示する場合はチェックボックスにチェックを入れてください。 

・RSS フィードを表示する…登録している RSS フィードをアクセスし

たユーザーに利用させたい場合はチェックを入れてください。 

・自分へのメール送信を許可する：この項目にチェックを入れておく

と RefShare 画面「ヘルプ」に「データベース所有者にメールする」と

いう機能が追加されます。送信先のメールアドレスは右にある

E-mail から設定して下さい。 

・ＲＳＳフィードを作成する…ＲｅｆＳｈａｒｅで公開するデータベース、フ

ォルダのＲＳＳを作成することができます。フィードを作成しないか、

作成したい場合は、追加されたレコードに対してＲＳＳ配信するか、

追加・編集されたレコードに対してＲＳＳ配信するかを選択します。 

配信するレコード数は 10 件、20 件、50 件から選択します。 

② 出力フォーマットオプション 

参考文献生成を許可する場合、参考文献リストとして出力する際

の出力フォーマットのオプションを設定することが出来ます。1 つ以

上を選択してください。 

・お気に入りを表示する…お気に入りとして登録している出力フォ

ーマットを表示する場合は、チェックを入れてください。 

・～～の特定一覧を表示する…所属機関で設定されている出力フ

ォーマット一覧を表示する場合は、チェックを入れてください。 

・カスタマイズ化された出力フォーマットを表示する：カスタマイズ化

された出力フォーマットを表示させる場合は、チェックを入れてくだ

さい。 

・RefWorks の出力フォーマットを表示する…ＲｅｆＷｏｒｋｓの初期設

定出力フォーマットを表示させる場合は、チェックを入れてくださ

い。 

③ タイトル、インフォメーション 

・タイトル…共有化されたフォルダのURLのウェブページのタイトル

を設定することが出来ます。 

・インフォメーション…入力した情報は、所属機関の共有エリアと"

この共有フォルダについて"のリンクに表示されます。 

④ レコード共有化のオプション 

・「～～の共有エリアに含む」にチェックすると、RefWorks のメニュ

ーバー「通覧」→「RefWorks 共有データベース」に URL を表示させ

ることが出来ます。機関内のRefWorksユーザー全体に利用させた

い場合ご利用下さい。 
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3．共有フォルダへのアクセス 

機関内のRefWorksユーザーが2．フォルダ/データベースを共有す

る④レコード共有化のオプションで、エリアに含むという共有設定し

たフォルダやデータベースにアクセスします。 

１）ツールバーの「通覧」→「RefWorks 共有データベース」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

２）共有フォルダ/データベースへのリンクが表示されますので、リ

ンクをクリックすると RefShare 上で公開されているデータベースに

アクセスできます。RefWorks 所有者が与える権限により、RefShare

閲覧者はデータを見るだけでなく、印刷、エクスポート、参考文献

の生成など RefWorks の一部機能を使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．共有フォルダの利用 

①RefShare のツールバー 

・検索‥ツールバーの「検索」からは共有データベース内の詳細検

索や著者、キーワード、ジャーナル名の索引表示、RSS フィードな

どが利用できます。 

 

 

  

 

 

・通覧‥ツールバー内の「通覧」からは表示するレコードの切り替

え（すべてのレコード、またはマイリスト）や、RefShare 共有データ

ベース画面の表示を行うことが出来ます。 

 

 

 

 

  

・言語‥ツールバー「言語」では 8 つの言語からインターフェイス言

語を選択することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ヘルプ‥ツールバー「ヘルプ」からはヘルプ画面の表示、チュート

リアルの利用が可能です。また設定により共有データベースの所

有者にメールを送信することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

・このデータベースについて‥ツールバー上の「このデータベース

について」ではデータベースの基本情報やユーザーにエクスポート

や印刷、参考文献リストの生成などが許可されているかどうかとい

った情報を確認することができます。 
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①コメント機能 

ユーザーは RefShare で共有されているフォルダ、データベースに

含まれるレコードに対しコメントを投稿することができます。 

１） レコードの「詳細を見る」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

２）詳細画面の最下部に「コメントを掲載する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）タイトル、名前、コメント（必須）と URL またはメールアドレス（任

意）を入力して“送信する”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コメント機能を利用するには共有データベースにコメント投稿許

可設定がされている必要があります。 


